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多様な課題に、対話と協働で挑む
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地域の課題は、ますます多様に…

マルチ・ステークホル
ダー・プロセスの意義

わずか20年の間に、子どもが約3割減り続け、
高齢者が2倍近く増え続ける日本。

「過疎」や「買物・移動難民」は、地方だけでなく、
都心部でも深刻化しつつあります。
地域の課題は、ますます多様に。
これまでのように、「行政におまかせ」や、

「それぞれができることを、できる範囲で」では、
とても解決できません。

「仕事と家庭の両立が難しい…」

「町内会・自治会で地域を支える活動の
担い手が減ってしまって…」

「地域の困りごとに役立ちたいけれど、
さて、何から始めれば…」

「安全・安心な製品・サービスへの信頼を
高めるために、どうすれば…」

「ひとり暮らしの高齢者が増え続けて、
買い物も通院も大変で…」

「行政サービスを拡充・維持したいけれど、
税収も減っていて…」




